平成２４年４月２６日

広島県における今後の高等学校教育の在り方を検討する協議会　様

広島県教育委員会教育長

下　﨑　　　明

広島県における今後の高等学校教育の在り方について（諮問）

　次の事項について，理由を添えて諮問します。

　１　本県を支える人材の育成と今後の高等学校教育の在り方について

　　（本県を内外から支える人材，生徒が高等学校で身に付けるべき力，高等学校教育の目指す姿）

　２　本県における今後の高等学校の在り方について

　　（今後求められる高等学校，国・公・私立高等学校の役割，県立高等学校の配置の方向性）

（理　由）
知識基盤社会の到来，社会・経済のグローバル化の進展，少子・高齢化，環境問題など，現代社会における様々な課題に対応し，社会の持続的な発展に寄与する人材の育成が急務となっている。

こうした状況の中，本県では，平成22年10月に「ひろしま未来チャレンジビジョン」を策定し，本県を内外から支える人材の育成を目指し，諸施策を展開しているところである。

これらのことを踏まえ，人材育成における重要な役割を担っている高等学校教育について，国・公・私立を問わず，生徒一人一人が夢や希望に向かって，その能力を伸長させ，また才能を開花させることにより，社会において自立的に生きるために必要な力を身に付け，人と人との絆を大切にしながら，社会に貢献できる人間を育成する，新しい時代にふさわしい教育を目指して，今後の在り方を検討する必要がある。









